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HTML（教科書 P108～）

Webページは、HTMLという言語によって記述されている

ヘッダ
（表示に必要な属性や
デザインなどを指定）



Webページは、HTMLという言語によって記述されている

内容
（実際に表示される部分）

HTML（教科書 P108～）



HTMLとCSS（p.108～）

• HTML

– 全体の基本構造を決める

– 「<」と「>」とで「要素（≒命令）」を挟んだ「タグ」を用いる（例：<h1>）

– 開始タグ（例：<h1>）と終了タグ（例：</h1>）とで対で用い、その２つに挟まれた
部分に「要素」が適用される。

• CSS

– 各要素のデザインを決める。直接HTMLに書き込むか、別ファイルを指定する。

– セレクタ（どの要素に適用するか）を指定した後、｛ ｝で属性とその値を示す。

（例： h1 { color : FFFF00 }）

– 空白や改行は無視され、また、一度に複数を指定する場合は「;」で区切る。

（例： h1{ color : FFFF00; font-size: 20px;）



CSSとHTMLとブラウザの関係

CSS（ common.css ） HTML ブラウザ

読み込み 表示



実習

• HTMLやCSSを編集し、どのように表示されるか確認しよう。


	スライド 1: HTMLとCSSの基礎
	スライド 2: HTML（教科書 P108～）
	スライド 3
	スライド 4: HTMLとCSS（p.108～）
	スライド 5: CSSとHTMLとブラウザの関係
	スライド 6: 実習

